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11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、

主
に
京
都
市
内
の
９
か
所
で
組

合
員
懇
談
会
を
開
催
し
、
約
30

名
の
方
の
ご
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
み
な

さ
ん
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
今
後
の
「
く
ら
し

コ
ー
プ
」
の
方
向
性
の
ヒ
ン
ト

を
頂
く
こ
と
が
目
的
で
し
た
。

懇
談
会
で
の
お
話
を
集
約
す
る

と
、
有
償
で
あ
れ
無
償
で
あ
れ
、

も
っ
と
自
分
が
活
躍
で
き
る
場

を
提
供
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う

ご
意
見
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
活
躍
し
た
い
、

何
か
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
お

考
え
の
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
逆
に
、
そ
う
い
っ

た
「
場
」
を
十
分
に
つ
く
り
出

せ
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。コ

ロ
ナ
渦
で
は
あ
り
ま
す

が
、
少
し
で
も
世
の
中
の
役
に

立
つ
「
場
」「
居
場
所
」
を
作
っ

て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

★声を集めて。くらしコープを大きく強く。 ★

課題は、

みんなが活躍できる

◀
山
科
で
の
組
合
員
懇
談
会
は
初
め
て
の
開

催
。
総
代
さ
ん
に
日
程
調
整
か
ら
呼
び
か
け

ま
で
す
べ
て
段
取
り
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲ 2022 年、 南区では、 いよいよ 「くらしコー
プみなみ」 を開設。 期待が高まります。

場
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11月19日  （金）

グループリビング 

「ことらいふ嵯峨野」

参加者8人（うち理事3人）

担当理事からくらしコープの現状報告を行
い意見交換をしまし
た。「今まで介護が
あって何もできな
かったが、それも終
わり何かできれば」
との意見も出されま
した。

右京区 12月8日  （水）

くらしコープ本部

参加者3人（うち理事1人）

寄付金がなければ
やっていけない組織な
ので、例えば賛助会員
制など恒常的な寄付金
集めの仕組みを作って
はどうかなどの積極的
な意見を頂きました。

北 区

11月29日  （月）

水野宅

参加者6人（うち理事2人）

ご家族の介護をされている方があって、介
護問題に花が咲きました。幸い介護に精通し

ている理事が担当
だったので、適切
なアドバイスがあ
り、さながら介護
学習会のようでし
た。

北 区

11月15日  （月）

くらしコープ本部事務所

参加者7人（うち理事2人）

「機関紙を無料で
届け続ける支出パ
ターンを考え直す必
要があるのではない
か。有料制も検討し、
発行スタッフもボラ

ンティアが加われないか。」「事業を中心にし
た内容と理事会を含めた運営を期待したい。」
といった声がありました。

北 区

11月18日 （木）

西賀茂大宮地域センター 「であい」

参加者7人（うち理事2人）

普段からほっこりサロン西賀茂大宮で協力
してもらっている方たちが集まりました。ボ
ランティアのお願いには、無償・有償を問わ

ず協力しますと
のお話でした。

北 区

開催

みんなの声を力に

前進！
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12月13日  （月）

中村宅

参加者8人（うち理事1人）

「機関紙は有料制
にしてはどうか。ま
た、ウェブで見られ
る よ う に し て は。」

「買い物難民が多い
ので何かできない

か。」「男の料理教室とか、畑をやってもらう
とか、健康志向に合った物を考えては？」な
ど多くの意見が出されましたが、いずれにし
ても「居場所が必要」との意見でした。

山科区

11月7日  （日）

竹井宅

参加者7人（うち理事2人）

いつものれんげ
の里のメンバーが
そろいました。ま
ずは、近くの韓国
料理店で食事会。
そのあと、竹井さ
ん宅に戻ってみん

なの近況報告やアンケートの記入を行いまし
た。

東山区

11月20日  （土）

コーポ哲学の道

参加者4人（うち理事2人）

「自分たちの地域に
どれほど組合員がいる
かがわからないから交
流もない。知る機会が
もてたら。」や自身の
相続の問題の質問が出

て、ミニよろず相談にもなりました。また、
この懇談会をきっかけに 12 月 19 日には地
域での介護保険学習会も開催され、くらしコー
プから講師派遣を行いました。

左京区

11月20日  （土）

よっとーくりゃす

参加者8人（うち理事1人）

くらしコープみな
み開設に向けたイ
メージ作りを参加者
からヒアリングしま
した。地域での拠点

「居場所」がいるこ
と、自分たちの役割

が発揮できること、少しでも社会の役に立ち
たいとの思いが出されました。

南 区

11
月
、
12
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
各
地
域

で
の
組
合
員
懇
談
会
。
く
ら
し
コ
ー
プ
か
ら

は
、
上
半
期
の
経
営
状
況
の
報
告
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
組
合
員
の
み
な
さ
ん
へ
の
お
願

い
な
ど
を
お
話
し
、
ま
た
み
な
さ
ん
か
ら
ご

意
見
を
伺
っ
た
り
、
地
域
の
困
り
事
な
ど
を

お
聞
き
す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
い
た

だ
い
た
色
々
な
ご
提
案
や
ご
意
見
を
、
く
ら

し
コ
ー
プ
の
取
り
組
み
に
活
か
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

組
合
員
懇
談
会
を
生
協
強
化
月
間
だ
け
の

取
り
組
み
に
せ
ず
、
今
後
も
随
時
開
催
し
て

い
く
予
定
で
す
。
ご
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
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先日、仕事帰りに買い物を済ませて自転車

で帰宅する途中だった。60 歳前後の男性が

車道の左端に倒れており二人の女性が駆け

寄っていた。私も自転車を停めて近づいてみ

ると電動自転車に犬のリードが巻き付いて荷

物が散乱していた。

男性は「大丈夫」と繰り返すが頭部に出血

が見られ一人の女性が 119 番通報してくれ

た。私は電動自転車を歩道に移動させて犬が

逃げないようにリードを握りしめ救急車が到

着するのを待った。

男性が歩道に倒れたままなので真横を車や

バイクが通り過ぎる。危険だが男性は足も

打っており立ち上がれない。前日は雨が降っ

ており地面が濡れていた。そして電動自転車

に乗っての犬の散歩、更に男性からはアル

コールの匂いがした。

程なくして先に警察が到着し私たちは事情

を説明しその場を離れた。自転車で走り去る

とき救急車と擦れ違った。

男性は一人暮らしだと言っていた。もし入

院したら犬はどうなるんだろうか？そもそも

自転車に乗りながらの散歩は危険なのに飲酒

後の運転は禁止されていることを認識してい

なかったのだろうか？私も普段から仕事に自

転車を使っているので色々と考えてしまっ

た。

昨今はコロナで公共交通機関利用の自粛も

あり自転車の事故が増えている。私もルール

を守り気を引き締めて行こうと思った。

コロナ禍で始めたこと
川合律子

築 30 数年の新居に引っ越して早３か月。

これまでの生活スタイルとはずいぶん変わり

ました。

家の近くには高野川が流れ、その向こうの

山には、送り火の一つ「法」の字が良く見え

ます。徒歩５分圏内にバス停はもちろん、スー

パーあり、ホームセンターあり、本屋さんあ

りといたって便利な立地ということもあっ

て、今までは家に帰ったら出かけることもな

かったけれど、今は時々、夕食後にちょっと

見に行こうかと外出することもよくありま

す。

休みの日は早朝高野川沿いを散歩。速度も

距離も関係なし。どんどん抜かされながらの

んびり歩いています。白鷺や鴨を眺めながら、

野草を摘んだり綺麗な落ち葉を拾って玄関に

飾ったりと日々の生活を楽しんでいます。以

前は住宅ばかりだったのですが、山や川の自

然を間近に見られることで、こんなに穏やか

な気持ちになり落ち着くのかとびっくりして

います。（すべて借景ではありますが。）

今は冬枯れの柔らかな風景ですが、もうす

ぐ桜の季節。春には高野川沿いの桜並木を歩

き、夏には送り火

を見る、秋は紅葉

を愛でと、四季

折々、季節を感じ

る日々を楽しんで

いきたいと思って

います。
今年は全火床点火したいもの

山紫水明処？
川畑典子

２月の事業所だより
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くらしコープの生活支援サービスを利用い

ただいた分に対する、ゆうちょ銀行でのお振

込時の振込手数料（「料金受取人負担の払込

取扱票」による場合おいて）は、従来からく

らしコープ側が負担しております。

ところで、既にご承知の方もあると思いま

す。ゆうちょ窓口またはＡ

ＴＭを利用する際に、現金

を使いますと［現金取扱加

算料金 110 円］が求めら

れます。お振込の際は、［現

金取扱加算料金］を必要と

しない通帳またはカードを

用いて、ゆうちょ口座から

のお振込がおすすめです。

詳しくは、

ゆうちょコールセンター 

120(108)420 へ

ゆうちょに新料金誕生せり
江尻茂朗

この２月号の紫式部が届くころ、年頭に今

年こそは…と何か誓ったか…と想い出せない

のは私だけ？でしょうか。

きらく庵デイサービスは、皆様のお陰でご

利用者様も増え、土曜日も始まり、「一日楽

しくあっという間やった !!」と嬉しい声もい

ただいています。人と人の出会いつながりを

大切に、スタッフ一同頑張ってきらく庵デイ

を盛り上げていきたいと思います。

さて長女の結婚式の時のお話です。私の母

は車イス生活になっていて介護が必要でした

が、孫の晴れ姿を見せてやりたくてホームヘ

ルパーの仲間、友人に同行を頼みました。と

ころがその友人は前日体調不良で同行無理に

なり、急遽Ｙさんに依頼する事になりました。

当日会場までの車中Ｙさんの出身地の話しに

なり、なんと !! 主人の母の実家と隣り同士、

兵庫県と鳥取県の県境国道からさらに奥深い

処。主人の兄たちは子供時代をそこで育ち、

主人も夏休みは田舎で暮らし…という出会い

で、式場でもＹさんと兄達は別のところで盛

り上がった…と驚きの出会いでした。

母も長女の結婚式に出席でき、ひ孫もだっ

こして旅立ちました。

Ｙさんと出会うと田舎の話しにまるで遠い

親戚の様で…

何時どこで人と人つながっているか分かり

ませんね ‼

もう 11 年も前の１月末日のお話でした。

驚きの出会い
山田裕子

２月の事業所だより
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安心できる市民生活に向けて全力投球！

TEL ０７５（４９４）００５０
福島行政書士事務所

相続、遺言など暮らしの中での困りごと、
各種書類の作成などお気軽にご相談ください

FAX ０７５（４９４）００２５
E-mail：shortstop0213@gmail.com
月〜金　午前９時半〜午後５時半

（京都市北区小山下初音町24） ▶
住
ま
い
を
提
供
し
て
頂
け
る
方
、 

 

ご
連
絡
下
さ
い
！

居住支援事業専用電話

０７５ （２０５） ５５１２
（月曜日～金曜日  10時～17時）

担当 ：福島広志  江尻茂朗
石澤春彦  福尾泰樹
余根田保 

住
ま
い
に
困
っ
た
方
、 

 

ご
相
談
下
さ
い
！

◀

◇
死
後
事
務
支
援

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ら
し
コ
ー
プ

は
、
住
ま
い
の
確
保
に
困
っ
て

い
る
方
か
ら
の
相
談
、
物
件
紹

介
、
入
居
契
約
の
支
援
、
入
居

中
の
「
見
守
り
」
の
ほ
か
、「
死

後
事
務
の
支
援
」
に
つ
い
て
も

取
組
ん
で
い
ま
す
。

10
月
号
で
は
葬
儀
に
つ
い

て
、
11
月
号
で
は
、
７
日
以
内

に
必
要
な
「
死
亡
届
」
「
死
体

埋
・
火
葬
許
可
申
請
書
」、
14

日
以
内
に
必
要
な
「
年
金
受
給

権
者
死
亡
届
」
（
た
だ
し
、
厚

生
年
金
は
１０
日
以
内
）
に
つ
い

て
、
12
月
号
で
は
14
日
以
内
に

必
要
な
「
国
民
健
康
保
険
・
介

護
保
険
資
格
喪
失
届
」
「
葬
祭

費
」
支
給
に
つ
い
て
。

そ
し
て
今
年
１
月
号
で
は
、

「
死
亡
保
険
金
の
請
求
」
「
公
共

料
金
や
携
帯
電
話
使
用
料
な
ど

の
名
義
変
更
・
利
用
廃
止
」
に

つ
い
て
、
触
れ
ま
し
た
。

◇
死
後
事
務
の
委
任
内
容

死
後
の
事
務
を
信
頼
で
き
る

知
人
や
法
人
に
委
ね
る
場
合

は
、
委
任
契
約
を
結
び
ま
す
。

委
任
す
る
内
容
と
し
て
は
、
例

え
ば
、
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

①
亡
く
な
っ
た
ら
、
親
族
や
知

人
に
連
絡
。

②
葬
儀
、
火
葬
、
納
骨
な
ど
の

手
続
き
。

③
健
康
保
険
証
を
返
納
す
る
な

ど
、
役
所
へ
の
届
出
。

④
医
療
費
な
ど
の
精
算
。

⑤
公
共
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
名
義

変
更
や
解
約
手
続
き
。

⑥
携
帯
電
話
使
用
契
約
な
ど
の

解
約
手
続
き
。

⑦
ア
パ
ー
ト
の
明
渡
し
や
遺
品

の
整
理
。

◇
遺
言
書
作
成
も
忘
れ
ず
に

ま
た
、
財
産
（
預
貯
金
や
遺

品
な
ど
）
を
親
し
い
方
（
親
族

や
知
人
）
に
譲
ら
れ
る
場
合
は
、

自
筆
（
手
書
き
）
で
十
分
で
す

の
で
、
遺
言
書
も
書
い
て
み
ま

し
ょ
う
。

居住支援の相談事例

昨年 4 月から 12 月までの相談件数は 119 にも及

びました。多くは生活保護を受給されている方からの

相談でしたが、中には郷里で被災されたＡさんも。

旅行関係業務の正規職員だったＡさんは、一瞬にし

て住まいを失い、姉を頼って京都に。共働きのお姉さ

んには、まだよちよち歩きのお子さんが２人、「この子

たちの面倒を見てもらえたら助かるわ～」。それから数

年が経った今、Ａさんの協力で子どもさん達はすくす

く育ってきました。

「いつまでも居候は…」と思

う気持ちが高まり、「自立しよ

う」と仕事探しを始めました。

併せて、自分の住まいもです。

「いずれは、友達が沢山いる

郷里に戻りたい」と夢を膨ら

ませています。

NPO法人

くらしコープ
だより
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青木はり治療院

京都市中京区西ノ京永本町20-14　＊駐車場あります
� ０７５−８０１−８４７４

＊診察時間（日曜休診）
月〜水・金 9〜14時・17〜20時
　　　　木 9〜12時・17〜20時
　　　　土 9〜12時

はり専門で職歴５０年

aoki-hari.pro
心身の疲れ・肩こり・腰痛などでお悩みの方は…

♩阿部ひろ江 ２月エイコンズ予定♪

★唱歌を歌う会★

★易しい英語で楽しく話そう★

共に随時開催
問い合わせ   075-493-2983

２０２１年京滋機関紙コンクール

本誌「紫式部」優秀賞！
2021 年京都滋賀機関紙コンクール（主催：日本機関紙協会京

都地方本部）で、本誌が優秀賞をいただきました。応募誌は昨年

7 月号で、特集は「ソリデール（次世代下宿）やってみて」です。

▶
審
査
委
員
の
講
評
か
ら

•表紙、イラストと写真の組み合わせがユニークで目を引い

た。次世代下宿、遺言作成のすすめ、現代のニーズを突い

た記事。サロン・サークルが休みでも作品を寄せてもらえ

る協力体制が素晴らしい。

•組合員の方々や事業所の活動にフォーカスした記事も多

く、手に取って高齢者協同組合の様子がわかる紙面になっ

ています。クイズや趣味のページ、絵手紙教室など、どの

ページも読みたくなる記事が満載です。

•次世代下宿の経験談が特集と一目でわかる一面。独居の高

齢者が増えている問題、学費の支払いに苦しむ学生の問題

に同時にアプローチする重要な取り組みの紹介です。

指
文
字

「促音」

指文字『つ』を示して
から、身体側に引く。

「手話」クイズ ◆
「
寅
」
の�

�

手
話
は
ど
れ
で
し
ょ
う
？

③ ② ①
両手 2 指を少し
丸めて親指を頭の
両脇につける。

5 指を折り曲げた
両手指先を頬から
左右へ引く。

両手の指先を後ろ
に向けて小指側を
耳の上に付ける。

手 話

2 月の予定 ★3 ・ 17 日★

本部１階ホール

※毎月 第１・第３・第５木曜日 サークル （回答12㌻）
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今
日
で
は
、
孤
独
死
と
い
う

用
語
を
知
ら
な
い
方
は
い
な
い

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
、

孤
独
死
の
定
義
に
関
し
て
、
説

明
致
し
ま
す
。

２
０
０
８
年
に
改
訂
さ
れ
た

『
広
辞
苑 

第
６
版
』
で
は
、

新
語
と
し
て
孤
独
死
が
追
加
さ

れ
、
「
看
取
る
人
も
な
く
一
人

き
り
で
死
ぬ
こ
と
」
と
説
明
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
孤
独

死
の
定
義
は
明
確
に
定
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
孤
独
死

に
類
似
す
る
用
語
と
し
て
、
孤

立
死
、
独
居
死
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
用
語
も
定
義

は
明
確
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
ぞ
れ
の
用
語
の
定
義
は
表

の
通
り
に
な
り
ま
す
。

東
京
新
聞
の
孤
独
死

「
東
京
新
聞
」
が
使
用
し
て

い
る
孤
独
死
の
定
義
は
、
阪
神

淡
路
大
震
災
の
時
に
多
く
の
マ

ス
コ
ミ
等
が
使
用
し
た
内
容
で

す
。
世
帯
類
型
は
一
人
暮
ら
し

に
限
定
し
、
誰
か
に
看
取
ら
れ

て
い
な
い
点
に
着
目
し
て
い
ま

す
。

額
田
勲
の
孤
独
死
と
独
居
死

阪
神
淡
路
大
震
災
後
に
神
戸

市
の
仮
設
住
宅
に
プ
レ
パ
ブ
の

仮
設
診
療
所
「
ク
リ
ニ
ッ
ク
希

望
」
を
開
設
し
た
額
田
勲
は
孤

独
死
と
独
居
死
を
区
別
し
て
定

義
し
ま
し
た
。
額
田
が
い
う
孤

独
死
の
定
義
の
特
徴
は
、
自
死

（
自
殺
）
を
孤
独
死
の
定
義
に

含
ん
で
い
る
点
で
す
。
額
田
は

「
孤
独
死
は
緩
慢
な
自
殺
」
と

指
摘
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

額
田
は
孤
独
死
の
定
義
の
要
件

の
中
に
社
会
的
孤
立
も
含
め
て

い
ま
す
。
一
方
、
額
田
が
い
う

独
居
死
の
定
義
は
、
生
前
に
肉

親
や
社
会
と
の
交
流
が
あ
り
、

社
会
的
孤
立
の
状
態
で
は
な

く
、
偶
然
、
誰
に
も
看
取
ら
れ

ず
に
突
然
死
し
た
場
合
と
し
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
額
田
は
生

前
が
社
会
的
孤
立
状
態
で
あ
っ

た
か
ど
う
か
に
着
目
し
て
い
ま

す
。

都
市
再
生
機
構
の
孤
独
死

都
市
再
生
機
構
（
Ｕ
Ｒ
都
市

機
構
）
は
、
「
世
界
最
大
の
大

家
」
と
も
言
わ
れ
、
全
国
に
約

75
万
戸
の
賃
貸
住
宅
を
管
理
し

て
い
ま
す
。
都
市
再
生
機
構
の

孤
独
死
の
定
義
と
し
て
は
、
誰

に
も
看
取
ら
れ
ず
に
死
亡
し
た

単
身
者
に
限
定
し
、
自
殺
や
他

殺
の
場
合
は
孤
独
死
か
ら
除
外

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
都
市

再
生
機
構
は
２
０
１
１
年
10
月

に
、
こ
れ
ま
で
の
孤
独
死
の
定

義
に
「
相
当
期
間
（
１
週
間
）

を
超
え
て
発
見
さ
れ
な
か
っ
た

事
故
」
と
い
う
死
後
か
ら
発
見

ま
で
の
期
間
を
要
件
に
加
え
た

定
義
に
見
直
し
ま
し
た
。

厚
労
省
の
孤
立
死

厚
生
労
働
省
は
、
一
般
的
に

使
用
さ
れ
て
い
る
孤
独
死
で
は

な
く
、
孤
立
死
と
い
う
用
語
を

使
用
し
、
「
社
会
か
ら
『
孤
立
』

し
た
結
果
、
死
後
、
長
期
間
放

置
さ
れ
る
よ
う
な
死
」
と
定
義

付
け
し
て
い
ま
す
。
一
人
暮
ら

し
で
な
く
て
も
高
齢
者
夫
婦
の

み
の
世
帯
や
、
親
と
子
ど
も
と

の
同
居
世
帯
な
ど
、
社
会
的
に

孤
立
し
た
状
態
の
人
々
を
も
対

象
に
含
め
、
幅
広
い
世
帯
を
対

象
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
定
義

の
中
の
「
長
期
間
」
と
い
う
こ

と
ば
は
曖
昧
の
ま
ま
で
あ
り
、

ど
の
程
度
の
期
間
を
示
し
て
い

る
の
か
は
明
確
に
し
て
い
ま
せ

ん
。孤

独
死
に
関
し
て
は
研
究
途

上
に
あ
り
、
孤
独
死
に
類
似
す

る
用
語
も
あ
り
ま
す
し
、
そ
の

定
義
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。
孤
独
死
に
関
す
る
研
究

は
、
今
後
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
、

孤
独
死
予
防
に
関
す
る
対
策
が

求
め
ら
れ
る
と
言
え
ま
す
。

 

（
あ
ら
い 

や
す
と
も
）

【
新
連
載
】（
年
４
回
）

コ
ロ
ナ
禍
で
私
た
ち
は
否
応

な
く
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
を
見

直
さ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
ま
す
ま
す
「
つ
な
が
り
」

が
薄
れ
て
い
く
社
会
。
こ
れ
か

ら
ど
う
生
き
て
い
く
べ
き
な
の

か
、
何
に
取
り
組
む
べ
き
か
を

新
井
康
友
・
佛
教
大
学
准
教
授

に
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

孤独死等の定義一覧

提唱者 名称 内容

東京新聞 孤独死 一人暮らしをしていて、誰にも看取られず
に自宅で亡くなった場合。

額田勲 孤独死

①ひとり暮らしの被災者が仮設住宅内で誰
にも看取られずに死亡、事後に警察の検
死の対象となる異常死体。

②低所得で、慢性疾患に罹病していて、完
全に社会的に孤立した人間が、劣悪な住
居もしくは周辺領域で、病死および自死
に至った場合。

独居死
一人暮らしであっても肉親や社会との交流
のある人が、心臓発作などによって誰にも
看取られず突然死すること。

都市再 
生機構 孤独死

【旧定義】「病死又は変死」事故の一態様で、
死亡時に単身居住している賃借人が、誰に
も看取られることなく、賃貸住宅内で死亡
した事故をいい、自殺及び他殺は除く。

【新定義】上記の定義に「相当期間（１週間）
を超えて発見されなかった事故」を要件に
加えた。

厚労省 孤立死 社会から「孤立」した結果、死後、長期間
放置されるような死。

新井康友

つ
な

がり
のある社会

を

つ
な

がり
のある社会

を

とりもどすためにとりもどすために

1 孤独死の定義とは
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あ
っ
！
道
が
二
つ
に
分
か
れ
て
る
。

さ
あ
、
ど
っ
ち
の
道
を
行

く
の
で
す
か
。
「
核
兵
器
禁

止
条
約
体
制
」に
到
る
の
か
、

「
敵
基
地
先
制
攻
撃
！

」
か
。

ま
さ
か
後
の
道
で
は
な
い

で
し
ょ
う
ね
。
え
。
あ
と
の

道
？
あ
な
た
。
広
島
県
選
出

の
議
員
さ
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た

の
で
す
か
。
そ

れ
で
も
「
先
制

攻
撃
」
で
す
か
！

な
ん
で
ま
た
。
そ

ん
な
こ
と
ま
で

し
て
戦
争
に
巻

き
込
む
道
を
行

く
の
で
す
か
。
ど

こ
ま
で
ア
メ
リ

カ
と
言
う
国
の
シ
モ
ベ
な

の
。
そ
れ
は
国
民
の
声
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。
落
ち
着
い

て
く
だ
さ
い
。
も
う
一
度
国

民
の
声
を
聴
き
直
し
て
く
だ

さ
い
。
私
た
ち
の
国
を
戦
争

へ
の
道
に
引
き
込
ま
せ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

今
こ
こ
で
、
「
被
爆
国
・

日
本
の
声
を
聴
い
て
く
だ
さ

い
！

」
と
声
を
上
げ
て
、「
核

兵
器
禁
止
条
約
」
に
賛
成
の

署
名
を
し
て
来
て
く
だ
さ

い
。
だ
と
す
れ
ば
、
日
本
国

民
だ
け
で
な
く
、
世
界
中
の
、

庶
民
か
ら
の
称
賛
を
受
け
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
一

躍
、
超
著
名
人
と

し
て
の
栄
光
を

受
け
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
の
道

が
、
目
の
前
に
あ

る
の
に
。
そ
れ
が

見
え
な
い
の
で

す
か
。

あ
あ
、
そ
の
道

が
見
え
な
い
と
は
。
国
民
の

願
い
が
聴
こ
え
な
い
と
は
。

哀
れ
、
と
言
お
う
か
。
愚
直

と
言
お
う
か
。
そ
の
先
が
見

え
な
い
政
治
家
な
の
で
す
よ

ね
。
あ
あ
！

い
ま
、
道
を

間
違
え
な
い
で
…
（
荒
）

清少納言
九十六

２
０
０
０
年
４
月
１
日
か

ら
、
「
措
置
か
ら
契
約
へ
」
と

衣
替
え
し
た
介
護
保
険
制
度
と

両
輪
の
輪
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
、

利
用
の
仕
方
も
含
め
、
そ
の
仕

組
み
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
家
族
や
身
近
な
お
友
達
の

中
に
、
少
し
気
に
な
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
私
見
も
混
在
し
て
い
ま
す

が
、
高
齢
社
会
真
っ
只
中
で
、

避
け
て
通
れ
な
い
問
題
を
含
ん

で
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
お

互
い
に
深
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

◇
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
を

支
援
す
る
た
め

近
く
の
郵
便
局
で
こ
の
よ
う

な
光
景
を
目
に
し
ま
し
た
。

中
年
の
男
性
と
職
員
４
人

が
、
カ
ウ
ン
タ
ー
を
は
さ
ん

で
に
ら
め
っ
こ
を
し
て
い
ま

す
。

男
性
「
だ
か
ら
～
俺
は
こ
の

通
帳
の
名
義
人
の
息
子
な
ん

や
！

（
免
許
証
ら
し
き
も

の
を
突
き
つ
け
な
が
ら
）
」

職
員
「
そ
う
だ
と
思
い
ま
す

が
、
お
母
さ
ん
が
来
れ
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
委
任
状
が
欲

し
い
ん
で
す
よ
。
」

男
性
「
寝
た
き
り
で
、
そ
れ

が
書
け
な
い
か
ら
息
子
が
来

て
る
ん
や
！

」

職
員
「
で
し
た
ら
、
後
見
人

さ
ん
を
立
て
て
下
さ
い
。
」

男
性
「
生
活
費
が
足
り
な
い

の
や
！

手
続
き
を
す
る
の

に
時
間
が
か
か
る
や
ろ
！

ど
う
し
て
く
れ
る
ん
や
！

」

押
し
問
答
は
続
き
ま
す
。

認
知
症
や
障
害
の
あ
る
方
々

の
中
に
は
、
１
人
で
預
貯
金
を

出
し
入
れ
し
た
り
、
ス
ー
パ
ー

で
生
活
用
品
や
食
料
品
を
購
入

し
た
り
す
る
こ
と
が
困
難
な
方

も
い
ま
す
。
そ
の
様
な
方
々
を

支
援
す
る
た
め
に
成
年
後
見
制

度
が
設
け
ら
れ
、
本
人
の
判
断

能
力
の
程
度
の
違
い
に
よ
っ

て
、
家
庭
裁
判
所
が
、
成
年
後

見
人
、
保
佐
人
及
び
補
助
人
を

選
任
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

◇
家
庭
裁
判
所
に
成
年
後
見
開

始
の
申
立
て
書
を
提
出

し
か
し
、
後
見
人
等
を
選
任

し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
本
人
、

配
偶
者
及
び
４
親
等
以
内
の
親

族
な
ど
（
「
申
立
権
者
」
と
言

い
ま
す
）
が
家
庭
裁
判
所
に
「
後

見
・
保
佐
・
補
助
開
始
申
立

書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
（
※
こ
の
申
立
書
の
記

載
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
家
庭

裁
判
所
の
職
員
が
相
談
に
乗
っ

て
く
れ
ま
す
し
、
ま
た
、
司
法

書
士
や
弁
護
士
に
依
頼
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。）

行政書士・福島広志の

成年後見制度の 
あれこれ

法定後見編（その１）
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望む人みんなが
マイホームを
持てるように

☆新築分譲
☆注文住宅
☆リフォーム
☆中古住宅売買
☆店舗
☆賃貸 etc.

高 価 買 取
いたします！

（株）京都建設センター
（京都高齢者生協くらしコープ近く）

〒603-8232
京都市北区紫野東野町１６番地エムティビル１階
TEL075-495-6306 FAX075-495-2009

メールアドレスyoto.kc16@adagio.ocn.ne.jp
ホームページ　http://kyoto-kc.co.jp
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ルズパ
ド

ー
ワスロク

読

者

文

芸

人
生
を
ゆ
た
か
に
―
私
の
必
須
四
要
素

�

赤
染�

益
輝

来
月
で
、
法
律
で
言
う｢

後
期
高
齢
者｣
に
な
る
。
く

ら
し
コ
ー
プ
で
も
多
く
の
先

輩
方
が
こ
れ
に
含
ま
れ
て
い

る
が
、
後
に
続
く
我
々
若
輩

者
か
ら
見
る
と
前
後
が
逆
の

気
が
す
る
。
区
別
す
る
こ
と

そ
の
も
の
が
、
い
か
が
な
も

の
か
と
も
思
う
が
、
強
い
て

分
け
る
な
ら｢

先
進
高
齢
者

｣

と
呼
ば
せ
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
だ
。

そ
の
尊
敬
す
る
先
輩
の
お

一
人
、
吉
岡
英
二
さ
ん
が
本

誌
先
月
号
に
書
か
れ
て
い

る
、
読
書
と
人
生
に
つ
い
て

の
随
想
は
、
後
塵
を
拝
す
る

者
と
し
て
感
服
し
た
。
そ
こ

で
、
先
輩
に
習
っ
て
私
も
自

分
な
り
に
―
人
生
を
ゆ
た
か

に
す
る
と
思
っ
て
い
る
要
素

を
四
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
整

理
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

書吉
岡
さ
ん
も
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
る
よ
う
に
読
書
は
人
生

を
広
げ
る
。
個
人
で
体
験
で

き
る
こ
と
の
10
倍
、
1
０
０

倍
、
１
０
０
０
倍
の
経
験
、

10
人
分
、
１
０
０
人
分
、

１
０
０
０
人
分
の
人
生
が
送

れ
る
。
も
と
も
と
私
が
苦
手

と
す
る
読
書
だ
が
、
心
し
て

書
に
接
し
て
い
き
た
い
。

旅日
常
に
な
い
経
験
の
ま
た

と
な
い
場
を
提
供
し
て
く
れ

る
。
遠
く
へ
、
見
晴
ら
し
の

よ
い
高
所
へ
行
き
た
い
の
は

や
ま
や
ま
だ
が
、
哀
し
い
か

な
い
つ
も
そ
う
は
い
か
な

い
。
し
か
し
近
い
と
こ
ろ
、

身
近
な
と
こ
ろ
で
も
、
訪
れ

た
こ
と
の
な
い
、
知
ら
な
い

と
こ
ろ
は
い
く
ら
で
も
あ

る
。
要
は
好
奇
心
だ
。

友人
間
の
世
、
人
が
構
成
す

る
協
同
組
織
。
広
い
意
味
で

友
、
親
子
・
伴
侶
に
始
ま
っ

て
サ
ー
ク
ル
・
コ
ー
プ
の
仲

間
…
す
べ
て
は
人
と
の
付
き

合
い
。

酒と
う
と
う
出
ま
し
た
ア
ル

コ
ー
ル
―
い
や
ノ
ン
ア
ル

コ
ー
ル
だ
っ
て
オ
ー
ケ
ー
。

潤
滑
油
が
あ
れ
ば
、
食
も
語

ら
い
も
滑
ら
か
に
進
ん
で
、

世
界
は
仲
間
の
も
の
、
み
ん

な
の
も
の
。

皆
さ
ん
の
人
生
の
必
須
要

素
は
何
で
し
ょ
う
か
？
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問題： のカナ５文字（漢字なら３文字）の言葉
は何でしょう。 
注：カナ文字の大小は区別しません。

ヒント：知事選挙間近。その後すぐに参議院選挙。 
━は出そろったかな？

【タテのカギ】

①「玄人」の反対語。

②─のつぶて = 反応のない様子。

③日本古来の想像上の理想郷。

④１+ ２+ ３= １×２×３= ？

⑤北ヨーロッパ三国のある半島。

⑨イエメンのコーヒー輸出港。

⑪選りすぐり。

⑬チベットの首都。

⑮春、土手などに頭を出す。漢字は土筆。

⑯歩き。

⑰肥料の３要素。チッソ・リン酸・─。

【ヨコのカギ】

①北京原人は、─ペキネンシス。

⑥フィルターペーパー。

⑦─とキレ。「旨いっ！ 」

⑧�「仰げば尊し」２番２行目「別るる時にも─

忘るな」

⑨島崎藤村「東方の─」、五木寛之「青春の─」

⑩デコボコ。凹─。

⑫農機具専門の鍛冶職人。

⑭一人、小言を言う様子の擬態語。

⑯東山区にある元別格官幣社。豊臣秀吉を祀る。

家康が廃絶、明治天皇が再興。

⑰食品によく生える微生物。

⑱浮世絵は分業で制作。─、刷り師。

⑲中東の国。首都はダマスカス。

学
問
の
神
様
、
菅
原
道
真
を

祀
る
天
満
宮
は
日
本
全
国
に
あ

り
、
京
都
に
も
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
○
○
天
満
宮
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
下
京
区
に
あ
る
「
菅

大
臣
神
社
」
も
そ
の
一
つ
。
こ

ち
ら
は
、
菅
原
道
真
の
邸
と
学

問
所
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、「
天

満
宮
誕
浴
の
井
」
が
あ
り
、
道

真
誕
生
の
地
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
吉
祥
院
天
満

宮
や
菅
原
院
天
満
宮
に
も
菅
原

道
真
産
湯
の
井
が
あ
り
、
実
際

に
は
ど
こ
で
誕
生
し
た
か
は
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

菅
原
道
真
は
後
年
太
宰
府
に

左
遷
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
時
に

詠
ん
だ
歌
が
、
「
東
風
吹
か
ば

匂
ほ
ひ
お
こ
せ
よ
梅
の
花 

主

な
し
と
て
春
な
わ
す
れ
そ
」（
東

風
が
吹
い
た
ら
、
香
り
を
そ
の

風
に
託
し
て
太
宰
府
ま
で
送
り

届
け
て
お
く
れ
、
梅
の
花
よ
。

主
で
あ
る
私
が
い
な
い
か
ら
と

言
っ
て
、
春
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
よ
）
で
す
。
菅
大
臣
神
社

の
梅
の
花
は
、
道
真
を
追
っ
て

太
宰
府
ま
で
た
ど
り
着
き
、
そ

の
地
に
根
を
下
ろ
し
ま
す
。
九

州
太
宰
府
天
満
宮
に
は
樹
齢

１
０
０
０
年
の
白
梅
「
飛
梅
」

が
神
木
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
が
「
飛
梅
伝
説
」
。

し
か
し
道
真
を
慕
っ
て
い
た

の
は
梅
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
道
真
は
梅
だ
け
で

な
く
、
松
や
桜
も
慈
し
み
大
切

に
し
て
い
ま
し
た
。
道
真
が
太

宰
府
に
流
さ
れ
た
こ
と
で
、
松

や
桜
も
悲
し
み
、
桜
は
悲
し
み

の
あ
ま
り
、
葉
が
落
ち
て
枯
れ

て
し
ま
い
、
松
は
梅
と
同
じ
よ

う
に
道
真
を
追
い
ま
す
が
、
途

中
で
力
尽
き
て
し
ま
い
ま
す
。

神
戸
市
須
磨
区
の
板
宿
八
幡
神

社
に
は
こ
の
「
飛
松
」
の
切
り

株
が
祀
ら
れ
、
こ
の
地
域
は
飛

松
町
と
し
て
地
名
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
ん
な
伝
説
が
残
る
な
ん

て
、
菅
原
道
真
は
き
っ
と
優
し

い
人
だ
っ
た
の
で
は
、
と
勝
手

に
思
っ
て
い
ま
す
。 

（
川
畑
）

▲板宿八幡神社の 「飛松」 
（同神社 HP より）

▲菅大臣神社

梅だけではありません。 
松も 桜も

ここにも歴史が発見！
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シ ナ ン ト ロ プ ス

ロ シ コ ク カ

ウ ヤ ヨ モ ン

ト ッ ノ ラ カ ジ

ブ ツ ク サ ナ

ト ヨ ク 二 カ ビ

ホ リ シ シ リ ア

クロスワードパズルの答え
「候補者（こうほしゃ）」

【
手
話
ク
イ
ズ
回
答
】

①
「
う
さ
ぎ
」

う
さ
ぎ
の
耳
を
表
し
て
い
る
。

②
「
寅
」

ト
ラ
の
顔
の
模
様
を
表
し
て

い
る
。

③
「
牛
」

牛
の
角
を
表
し
て
い
る
。

◆
編
集
後
記
◆

紫
式
部
新
年
号
の
別
刷
り
で

京
都
市
が
お
こ
な
う
「
は
り
・

き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
助

成
事
業
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

を
し
た
と
こ
ろ
、
「
早
速
申
し

込
み
ま
し
た
。
助
か
り
ま
す
。
」

と
の
う
れ
し
い
お
便
り
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

紫
式
部
は
組
合
員
さ
ん
の
暮

ら
し
に
役
に
立
つ
機
関
紙
で
あ

り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
が
、

ど
う
し
て
も
一
方
通
行
に
な
っ

て
し
ま
い
が
ち
な
の
で
、
こ
う

し
て
お
礼
の
ハ
ガ
キ
を
い
た
だ

く
こ
と
で
、
「
あ
あ
、
役
に
立

て
た
ん
だ
」
と
実
感
で
き
ま

す
。
ま
た
、
時
折
「
楽
し
み
に

し
て
る
わ
よ
」
と
励
ま
し
の
言

葉
を
か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
り
、
本
当
に
元
気
が
出
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
連
載
も
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
組
合
員
さ
ん
の
役

に
立
つ
情
報
を
発
信
し
て
い
き

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

 

（
川
畑
）

絵手紙教室

２月２４日（木）

９:００～
本部ホール

紫式部 ３月号 丁合、発送作業

短時間でもいいのでご協力をお願いします。

※紫式部を配達してくださる方も募集中！




